
新年度（令和７年度）関係議案は２面に掲載しています。
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ふくおか

市議会
だより

傍聴席は市役所議会棟15階に
一般席131席、車いす用５席分
があります。

市議会ホームページから会議日程や議案、会議結果、議会中継（ライブ・録画）などがご覧いただけます。福岡市議会 検索

可決した主な議案

令和７年２・３月定例会

　
主
な
内
容
は
、国
の
総
合
経
済
対
策
に

伴
い
学
校
や
水
道
施
設
な
ど
の
整
備
を

前
倒
し
で
行
う
た
め
の
予
算
や
、保
育
士

の
処
遇
改
善
な
ど
を
行
う
た
め
の
予
算

の
増
額
な
ど
で
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算

（
４
１
９
億
５
９
７
８
万
１
千
円
増
額
）

議案第
１号

　令和７年第１回福岡市議会（２・３月定例会）を２月17日から３月26日まで開きました。
　２月17日から20日まで市長から提出された令和６年度関係議案31件を審議し、20日
には三つの特別委員会の中間報告を行いました。（→７面）
　２月21日から令和７年度関係議案の審議に入り、市政運営方針と関係議案（予算案・
条例案など）の提案理由について市長から説明が行われ、各会派からの代表質疑などを
行いました。３月６日に条例予算特別委員会を設置し、令和７年度関係議案63件につい
て審査しました。（→８面）最終日の３月26日には、市長から追加提出された議案（人事案
件）21件を含む84件について討論の後、採決を行いました。
　また、「刑事訴訟法の再審規定の改正を求める意見書案」など議員提出議案８件を
可決しました。（→８面）

賛
成多数

　
九
大
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
チ
ャ
レ
ン
ジ

フ
ァ
ン
ド
へ
出
資
し
、九
州
大
学
の
研
究

成
果
の
事
業
化
を
推
進
す
る
た
め
、基
金

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

福
岡
市
企
業
等
成
長
支
援
基
金
の
設
置

議案第
14号

賛
成多数

２月20日 本会議
◆令和６年度関係議案（常任委員会委員長
報告・討論・採決）

◆交通対策特別委員会中間報告
◆都市問題等調査特別委員会中間報告
◆少子・高齢化対策特別委員会中間報告

２月18日
19日

常任委員会
◆令和６年度関係議案の審査

２月21日 本会議
◆令和７年度市政運営方針および関係議案
の提案理由説明

２月17日 本会議
◆令和６年度関係議案（提案理由説明・質
疑・常任委員会付託）

日程と概要

 ７日
　10～14日

条例予算特別委員会分科会
◆令和７年度関係議案の審査

３月19日
　21日
　24日

条例予算特別委員会総会
◆質疑

３月25日 条例予算特別委員会総会
◆意見開陳・採決

条例予算特別委員会総会
◆委員長・副委員長の互選等

３日
　　４日

本会議
◆代表質疑

５日 本会議
◆質疑

６日

３月

３月
　　

３月

３月 本会議
◆質疑
◆条例予算特別委員会（設置・付託）

３月26日 本会議
◆令和７年度関係議案（条例予算特別委員
会委員長報告・討論・採決）

◆意見書案・決議案の採決

議長席

議案や
賛否一覧
はこちら

令和６年度関係

議場とは本会議が開かれる会議場のことです。本会議
には全ての議員が出席し、市政全般の重要事項など
を決定します。今回は議場の中をご紹介します。

議会は誰でも傍聴することができますので、ぜひ一度来てみませんか？
※傍聴についての詳細は市議会ホームページをご確認ください。

1

1

議長が座り、議事の進行を行い
ます。

理事者席3

市長や教育長、局長などが座る席です。

議席4

議員が座る席です。おおむね会派（同じ
考えを持つ議員の集まり）ごとにまと
まって座っています。

演壇2

市長の議案説明や、議員の質問
などを行います。

傍聴についてはこちら

演壇
傍聴席

って議 場
どんなところ

2

3
4

3

傍聴席から見た議場

  

  



可
決
し
た
主
な
議
案

議案や賛否一覧は
こちら

　
福
岡
市
で
は
、「
都
市
の
成
長
」と「
生
活
の
質
の
向
上
」

の
好
循
環
を
創
り
出
す
こ
と
を
基
本
戦
略
と
し
て
掲
げ
、

「
人
と
環
境
と
都
市
活
力
の
調
和
が
と
れ
た
ア
ジ
ア
の
リ

ー
ダ
ー
都
市
」を
目
指
し
て
、ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結
果
、人
口
は
１
６
５
万
人

を
超
え
、市
税
収
入
は
過
去
最
高
を
更
新
し
続
け
る
な

ど
、元
気
な
ま
ち
、住
み
や
す
い
ま
ち
と
し
て
国
内
外
か

ら
高
く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、世
界
に
目
を
向
け
る
と
、社
会
経
済
情
勢
は

日
々
変
化
し
続
け
、先
を
見
通
す
こ
と
が
ま
す
ま
す
難
し

い
時
代
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
で
、昨
年
、多
く
の
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご

意
見
を
取
り
入
れ
た
「
第
10
次
福
岡
市
基
本
計
画
」を
策

定
し
ま
し
た
。こ
の
計
画
に
基
づ
き
、初
年
度
か
ら
ス
ピ

ー
ド
感
を
持
っ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
で
、社
会
の
変

化
に
し
な
や
か
に
対
応
し
な
が
ら
、福
岡
市
を
さ
ら
に
魅

力
的
な
ま
ち
に
発
展
さ
せ
、次
の
世
代
へ
と
引
き
継
い
で

ま
い
り
ま
す
。

　
福
岡
市
は
、２
千
年
を
超
え
る
ア
ジ
ア
と
の
交
流
の
中

で
、多
様
な
人
材
や
、豊
か
な
自
然
と
都
市
機
能
が
コ
ン

パ
ク
ト
に
整
っ
た
都
市
空
間
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
財
産
を

築
い
て
き
ま
し
た
。こ
う
し
た
強
み
を
さ
ら
に
磨
き
上
げ

る
た
め
、市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
も
多
く
の
声
が
寄
せ
ら
れ

た
、花
や
緑
が
あ
ふ
れ
る
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
に
取
り

組
み
、世
界
か
ら
選
ば
れ
る
風
格
の
あ
る
ま
ち
を
目
指
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、近
年
、自
然
災
害
が
全
国
で
頻
発
化
し
て
お
り
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
は
極
め
て
重
要
で
す
。福
岡
県

西
方
沖
地
震
か
ら
20
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
、市
民
の
安

全・安
心
の
確
保
に
向
け
て
、ハ
ー
ド・ソ
フ
ト
の
両
面
で

さ
ら
な
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
加
え
て
、少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
む
と
と
も
に
、昨

今
の
物
価
高
が
市
民
生
活
に
広
く
影
響
を
及
ぼ
す
中
で
、

特
に
子
育
て
世
帯
の
可
処
分
所
得
の
増
加
が
急
務
と
な

っ
て
い
ま
す
。福
岡
市
で
は
、子
ど
も
医
療
費
助
成
の
拡

充
や
第
２
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化
な
ど
に
取
り
組
ん

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、都
市
の
成
長
の
果
実
を
生
か
し

て
、子
育
て
に
か
か
る
負
担
の
さ
ら
な
る
軽
減
を
図
る
な

ど
、生
活
の
質
の
向
上
に
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

一
般
会
計
予
算

（
総
額
１
兆
１
１
２
８
億
３
千
万
円
）

議案第
32号

　

主
な
新
規
・
拡
充
事
業
は
、
市
立
小
・
中
・
特

別
支
援
学
校
の
給
食
費
の
無
償
化
、
学
校
体
育

館
へ
の
エ
ア
コ
ン
整
備
、
１
カ
月
児
・
５
歳
児

健
診
の
開
始
、
中
小
企
業
な
ど
で
働
く
従
業
員

の
奨
学
金
返
還
支
援
、
地
下
鉄
天
神
・
博
多
・
福

岡
空
港
駅
や
市
役
所
な
ど
公
共
施
設
の
緑
化
推

進
、
Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ 

Ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ 
Ｓ
ｈ
ｏ
ｗ

の
開
催
、
福
岡
城

天
守
の
文
献
・
発

掘
調
査
、
避
難
所

の
ト
イ
レ
な
ど
の

環
境
改
善
で
す
。

賛
成多数

福
岡
市
一
時
保
護
施
設
の
設
備

及
び
運
営
の
基
準
を
定
め
る
条
例
の
制
定

議案第
63号

　

児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
一
時
保

護
施
設
に
お
け
る
こ
ど
も
の
権
利
擁
護
、
設

備
、
職
員
配
置
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て

基
準
を
定
め
る
も
の
で
す
。(

令
和
７
年
４
月
１

日
施
行) 　

全
員賛成

福
岡
市
立
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
条
例
の

一
部
改
正

議案第
72号

　

高
齢
者
の
社
会
参
加
の
拠
点
と
し
て
の
機

能
の
強
化
に
伴
い
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
名

称
を
「
福
岡
１
０
０
プ
ラ
ザ
」
に
改
め
る
も
の

で
す
。(

令
和
７
年
４
月
１
日
施
行)

賛
成多数

福
岡
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

議案第
73号

　

国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
保
険
料
の
基
礎
賦
課
限
度
額
を
66
万
円

に
、
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
賦
課
限
度
額
を
２6

万
円
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。(

令
和
７
年
４

月
１
日
施
行)

賛
成多数

福
岡
市
交
通
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

議案第
82号

　

地
下
鉄
の
輸
送
力
を
増
強
す
る
こ
と
に
よ
り

乗
客
の
利
便
性
向
上
を
図
る
た
め
、
車
両
数
の

上
限
を
２
４
４
両
か
ら
３
０
０
両

に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

全
員賛成

周
船
寺
中
学
校
の
新
設

議案第
85号

　

学
齢
生
徒
の
増
加
に
対
処
す
る
た
め
、
西
区

大
字
周
船
寺
に
周
船
寺
中
学
校
を
新
設
す
る
も

の
で
す
。(

令
和
８
年

４
月
１
日
施
行)

全
員賛成

福
岡
市
学
校
給
食
費
条
例
の
一
部
改
正

議案第
86号

　

子
育
て
世
帯
の
負
担
を
軽

減
す
る
た
め
、
学
校
給
食
費
を

２
学
期
か
ら
無
償
化
す
る
も
の

で
す
。全

員賛成

福
岡
市
職
員
定
数
条
例
の
一
部
改
正

議案第
52号

　

学
級
数
の
増
加
な
ど
に
伴
う
教
職
員
の
増
員

や
、
み
ど
り
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
、
消

防
出
張
所
の
体
制
整
備
な
ど
に
伴
う
増
員
な
ど

の
た
め
、
職
員
定
数
を
現
行
の
１
万
８
１
７
６

人
か
ら
１
万
８
５
６
４
人
に
改
め
る
も
の
で

す
。
（
令
和
７
年
４
月
１
日
施
行
）

賛
成多数

令
和
７
年
度
関
係

市
長
の
市
政
運
営
方
針
か
ら
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し
て
い
く
。

医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と
す
る

超
重
症
心
身
障
が
い
児
・
障

が
い
者
支
援
の
た
め
、
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
の
整
備
促
進
に
加
え
、
通
所
や

宿
泊
サ
ー
ビ
ス
へ
の
支
援
を
拡
大
す

る
と
と
も
に
、
家
族
や
介
護
者
が
一

時
的
に
休
養
で
き
る
よ
う
レ
ス
パ
イ

ト
事
業
の
充
実
を
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
所
信
を
問
う
。

学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
地

産
地
消
を
さ
ら
に
推
進
し
、

そ
の
質
を
維
持
・
向
上
す
る
と
と
も

に
、
無
償
化
な
ど
に
取
り
組
み
な
が

ら
、
将
来
的
に
は
国
費
に
よ
る
無
償

化
を
実
現
で
き
る
よ
う
国
に
働
き
か

け
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が

所
信
を
問
う
。

学
校
給
食
の
地
産
地
消
に
つ

い
て
は
、
市
内
産
農
水
産
物

の
利
用
拡
大
に
努
め
る
と
と
も
に
、

児
童
・
生
徒
の
地
元
食
材
へ
の
興

味
関
心
を
高
め
る
取
り
組
み
を
推

進
し
て
い
く
。
ま
た
、
引
き
続
き
、

給
食
の
質
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

無
償
化
に
つ
い
て
は
、
２
学
期
以

降
実
施
す
る
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
国
に
財
政
措
置
な
ど
を
要
望

医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
が

い
児
・
障
が
い
者
の
支
援
に

つ
い
て
は
、
重
度
障
が
い
者
を
受
け

入
れ
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
通
所
、

短
期
入
所
を
行
う
事
業
者
へ
独
自
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
家
族

な
ど
が
よ
り
休
養
で
き
る
よ
う
、
令

和
６
年
度
の
実
態
調
査
を
基
に
、
レ

ス
パ
イ
ト
事
業
の
拡
充
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
て
い
く
。

大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
た

め
、
地
域
防
災
計
画
を
見
直

し
、
土
砂
災
害
な
ど
へ
の
対
策
を
強

化
す
る
と
と
も
に
、
避
難
所
と
な
る

学
校
体
育
館
な
ど
の
暑
さ
・
寒
さ
対

策
な
ど
、
防
災
力
強
化
を
図
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
所
信
を
問
う
。

防
災
力
の
強
化
に
つ
い
て
は
、

地
域
防
災
計
画
の
全
面
的
な

見
直
し
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
・
周
知
な
ど

に
よ
り
防
災
意
識
向
上
に
努
め
て
い

く
。
避
難
所
に
つ
い
て
は
、
温
か
い

食
事
の
提
供
や
清
潔
な
ト
イ
レ
環
境

の
確
保
な
ど
の
環
境
整
備
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
公
的
備
蓄
の
拡
充
な

ど
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。
学

校
体
育
館
の
空
調
整
備
に
つ
い
て

は
、
避
難
所
と
し
て
の
環
境
改
善
の

た
め
整
備
に
着
手
し
て
い
く
。

今
後
、
高
齢
化
が
一
層
進
展

す
る
中
で
、
生
活
交
通
の
確

保
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
オ
ン
デ

マ
ン
ド
交
通
社
会
実
験
の
効
果
検
証

を
早
期
に
行
う
と
と
も
に
、
タ
ク
シ

ー
利
用
枠
の
増
額
を
含
め
た
高
齢
者

乗
車
券
制
度
の
維
持
・
改
善
や
、
地

域
や
交
通
事
業
者
へ
の
支
援
な
ど
の

取
り
組
み
を
強
化
す
べ
き
と
考
え
る

が
所
信
を
問
う
。

生
活
交
通
の
確
保
に
つ
い
て

は
、
条
例
に
基
づ
き
休
廃
止

対
策
な
ど
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

オ
ン
デ
マ
ン
ド
交
通
社
会
実
験
の
成

果
な
ど
を
踏
ま
え
、
公
共
交
通
不
便

地
な
ど
の
支
援
を
強
化
し
て
い
く
。

高
齢
者
乗
車
券
は
、
タ
ク
シ
ー
助
成

券
の
利
用
方
法
を
見
直
し
た
と
こ
ろ

で
あ
り
、
今
後
と
も
利
便
性
の
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

50
歳
代
か
ら
増
加
し
、
80
歳

ま
で
に
３
人
に
１
人
が
発
症

す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
帯
状
疱
疹
に

つ
い
て
、
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
の
定

期
接
種
化
が
決
ま
っ
た
が
、
接
種
を

希
望
す
る
人
が
受
け
や
す
い
環
境
を

つ
く
る
た
め
、
幅
広
い
年
齢
層
へ
の

支
援
、
ま
た
、
自
己
負
担
額
の
軽
減

を
図
る
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問

う
。

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い

て
は
、
国
に
お
い
て
定
期
接

種
化
さ
れ
る
65
歳
以
上
の
対
象
者
な

ど
に
加
え
、
市
独
自
に
、
任
意
接
種

と
な
る
50
歳
・
55
歳
・
60
歳
の
市
民

に
対
し
て
も
、
接
種
費
用
の
半
額
程

度
の
助
成
を
実
施
す
る
。

長
引
く
物
価
高
騰
が
国
民
生

活
を
直
撃
し
、
家
庭
の
大
き

な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で

も
食
材
費
高
騰
支
援
な
ど
を
行
っ
て

き
た
が
、
さ
ら
な
る
子
育
て
支
援
と

し
て
長
年
に
わ
た
っ
て
要
望
し
て
い

た
学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
い
よ
い

よ
踏
み
出
す
と
聞
い
て
い
る
。
実
施

に
向
け
た
新
年
度
の
取
り
組
み
を
問

う
。
ま
た
、
学
校
給
食
費
の
無
償
化

に
当
た
っ
て
は
、
不
登
校
児
童
・
生

徒
を
含
め
た
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が

享
受
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り

も
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

学
校
給
食
費
に
つ
い
て
は
、

保
護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
物
価
高
騰
相
当
分
の
支
援
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
２
学
期
以
降

無
償
化
す
る
。
学
校
給
食
費
無
償
化

の
恩
恵
が
及
ば
な
い
児
童
生
徒
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
無
償
化
を
実
施

し
て
い
る
他
都
市
の
状
況
な
ど
も
踏

ま
え
つ
つ
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。

学
校
施
設
は
児
童
・
生
徒
の

学
び
の
場
で
あ
り
、
災
害
時

に
は
避
難
所
と
し
て
の
重
要
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
。
頻
発
す
る
災
害
時

の
避
難
所
と
し
て
の
機
能
も
有
す
る

小
中
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置

に
向
け
た
新
年
度
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
問
う
。

学
校
体
育
館
の
空
調
整
備
に

つ
い
て
は
、
教
育
環
境
を
向

上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
避
難
所
と
し

て
の
環
境
を
改
善
す
る
た
め
、
整
備

に
着
手
し
て
い
く
。

自
治
体
や
企
業
が
奨
学
金
の

返
還
を
肩
代
わ
り
す
る
奨
学

金
返
還
支
援
制
度
は
、
若
者
の
経
済

的
負
担
の
軽
減
や
地
元
定
着
、
な
ら

び
に
中
小
企
業
の
人
材
確
保
や
持
続

的
経
営
に
つ
な
が
る
た
め
、
自
治
体

と
企
業
が
協
力
し
積
極
的
に
推
進
す

べ
き
と
考
え
る
が
新
年
度
の
取
り
組

み
を
問
う
。

奨
学
金
の
返
還
支
援
に
つ
い

て
は
、
従
業
員
の
奨
学
金
返

還
を
支
援
す
る
市
内
中
小
企
業
に
対

し
て
助
成
す
る
制
度
を
創
設
し
、
若

者
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
と
と

も
に
、
人
材
確
保
な
ど
を
支
援
し
て

い
く
。

問 学
校
給
食
の
地
産
地
消
の
推
進
、
質
の

維
持
向
上
と
国
費
に
よ
る
無
償
化
を

問

答

質
疑
代
表

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
希
望
者
へ
の

支
援
の
拡
充
や
負
担
の
軽
減
を

超
重
症
心
身
障
が
い
児
・
障
が
い
者
支
援

の
拡
大
と
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
の
充
実
を

問

問

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
向
け
た

取
り
組
み
を
問
う

問

答 答

答答

答

小
中
学
校
体
育
館
の
エ
ア
コ
ン
設
置
に

向
け
た
取
り
組
み
を
問
う

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の

積
極
的
な
推
進
を

問問 答答

問 防
災
力
の
強
化
を

生
活
交
通
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
を

　
３
月
３
日
、４
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ

て
代
表
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　
代
表
質
疑
と
は
、市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
案
を
は

じ
め
と
す
る
新
年
度
関
係
議
案
に
つ
い

て
市
の
姿
勢
や
考
え
を
聞
く
も
の
で
、各

会
派
を
代
表
し
て
７
人
の
議
員
が
質
疑

を
行
い
ま
し
た
。

録
画
映
像
は
こ
ち
ら

小学校で学校給食を食べている子どもたち

帯状疱疹予防接種費用助成のお知らせポスターより

自
由
民
主
党

福
岡
市
議
団

公
明
党

福
岡
市
議
団
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深
刻
な
教
職
員
不
足
や
教
員

希
望
者
の
減
少
が
続
く
中
、

残
業
代
の
代
わ
り
に
給
与
に
一
律
で

上
乗
せ
す
る
教
職
調
整
額
を
段
階
的

に
引
き
上
げ
る
給
特
法
改
正
案
が
今

国
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
学
校
現
場

が
求
め
て
い
る
の
は
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
や
教
材
研
究
時
間
の
確
保

で
あ
り
、
教
職
員
定
数
の
改
善
と
支

援
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
拡
充
や
標
準
授

業
時
数
の
削
減
な
ど
が
必
要
で
あ

る
。
今
回
の
教
員
の
処
遇
改
善
を
ど

う
認
識
し
、
実
効
あ
る
学
校
の
働
き

方
改
革
推
進
に
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

教
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

は
、国
に
お
い
て
教
職
の
重

要
性
と
職
務
や
勤
務
の
状
況
に
応
じ

改
善
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、教
頭

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員
や
部
活
動
指

導
員
な
ど
の
拡
充
を
行
う
ほ
か
、ク

ラ
ウ
ド
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
教
員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組

み
、教
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性

へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
が

２
０
２
４
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
。

基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
、
国
籍
な
ど

を
問
わ
ず
女
性
か
ら
の
多
岐
に
わ
た

る
相
談
を
受
け
る
体
制
の
拡
充
な
ら

び
に
支
援
内
容
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
問
う
。

困
難
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、法
に
基
づ

く
計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も

に
、関
係
機
関
や
民
間
団
体
な
ど
と

連
携
し
て
、多
様
な
支
援
を
包
括
的

に
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

近
年
続
発
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
通
じ
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を
根
絶
す
る
た

め
、
地
域
や
学
校
に
お
け
る
教
育
機

会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
対
応
手

法
な
ど
の
情
報
提
供
と
、
専
任
者
の

配
置
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
政

の
責
任
と
し
て
主
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
問

う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人

権
侵
害
に
つ
い
て
は
、講
演
会

や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
に
よ
る
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、不
適
切
な
書
き
込

み
へ
の
対
応
や
人
権
相
談
に
、関
係

機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
お
け
る
人

権
侵
害
に
関
す
る
教
育
に
つ
い
て

は
、各
教
科
や
道
徳
な
ど
の
時
間
に
、

誹
謗
中
傷
防
止
を
含
む
情
報
モ
ラ
ル

教
育
を
行
っ
て
い
る
。

慢
性
的
な
人
手
不
足
の
解
消

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
地
場

中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

地
場
中
小
企
業
へ
の
就
職
を
条
件

に
、
大
学
、
専
門
学
校
卒
業
生
を
対

象
と
す
る
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問

う
。

奨
学
金
の
返
還
支
援
に
つ
い

て
は
、従
業
員
の
奨
学
金
返

還
を
支
援
す
る
市
内
中
小
企
業
に
対

し
て
助
成
す
る
制
度
を
創
設
し
、人

材
確
保
を
支
援
し
て
い
く
。

少
子
高
齢
化
社
会
が
到
来
す

る
中
で
市
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
と
と
も
に
、
必
要
性
の
薄

れ
た
歳
出
の
削
減
や
市
税
収
入
を
高

め
る
取
り
組
み
を
絶
え
ず
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、
財
政
の
健
全
性

確
保
に
向
け
た
令
和
７
年
度
の
取
り

組
み
内
容
を
尋
ね
る
。

財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
つ

い
て
は
、行
政
運
営
プ
ラ
ン

お
よ
び
財
政
運
営
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、投
資
の
選
択
と
集
中
を
図
り
つ

つ
、歳
入
の
積
極
的
な
確
保
や
、行
政

運
営
の
効
率
化
、既
存
事
業
の
見
直

し
な
ど
、不
断
の
改
善
を
進
め
る
と

と
も
に
、市
債
残
高
の
縮
減
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

能
登
半
島
地
震
の
発
災
を
受

け
、
本
市
職
員
も
多
数
現
地

支
援
に
従
事
し
た
。
被
災
地
で
ど
の

よ
う
な
業
務
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う

な
教
訓
を
得
た
の
か
、
令
和
７
年
度

事
業
と
し
て
ど
う
生
か
し
て
い
る
の

か
所
見
を
問
う
。

能
登
半
島
地
震
被
災
地
支
援

で
は
、罹
災
証
明
の
調
査
業

務
や
保
健
師
に
よ
る
健
康
・
衛
生
管

理
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ

た
が
、職
員
の
宿
泊
先
や
食
事
の
確

保
な
ど
に
苦
慮
し
た
こ
と
か
ら
、本

市
に
お
け
る
支
援
受
け
入
れ
体
制
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な

ど
は
、
通
常
の
学
校
に
な
じ

ま
な
い
状
態
に
あ
る
児
童
生
徒
に
と

っ
て
一
定
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し

て
い
る
が
、
市
と
し
て
具
体
的
な
支

援
に
乏
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
は

さ
ら
な
る
官
民
連
携
を
推
進
し
て
、

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
充
実

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
所
見
を
問
う
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、県
が
財
政
的

支
援
を
実
施
し
て
お
り
、市
で
は
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
児
童
生
徒
に

動
画
教
材
を
提
供
す
る
な
ど
連
携
を

図
っ
て
い
る
。市
と
し
て
も
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
全
区
に
拡
大

す
る
と
と
も
に
、令
和
７
年
度
に
は

学
び
の
多
様
化
学
校
を
設
置
す
る
な

ど
、不
登
校
児
童
生
徒
の
学
び
の
場

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
下
鉄
事
業
は
、
本
市
都
市

交
通
の
根
幹
を
成
す
重
要
な

事
業
の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ

う
な
事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
の

か
、
延
伸
計
画
の
有
無
を
含
め
所
見

を
問
う
。
ま
た
、
七
隈
線
橋
本
駅
か

ら
の
公
共
交
通
は
不
便
さ
が
否
め

ず
、
姪
浜
駅
と
の
接
続
が
望
ま
し
い

が
実
現
は
困
難
な
の
か
。

地
下
鉄
事
業
に
つ
い
て
は
、

経
営
環
境
の
変
化
や
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、令

和
７
年
２
月
に
新
た
な
地
下
鉄
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
お
り
、今
後

と
も
安
全
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
く
。地
下
鉄

の
延
伸
に
つ
い
て
は
、橋
本
駅
と
姪

浜
駅
と
の
接
続
な
ど
の
費
用
対
効
果

の
試
算
で
は
国
の
基
準
を
満
た
さ
な

い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。拠
点
へ
の

ア
ク
セ
ス
強
化
に
つ
い
て
は
、引
き

続
き
、中
長
期
的
な
視
点
も
持
っ
て

検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
２
０
１
５
年
度
よ

り
毎
年
市
に
実
現
を
求
め
続
け
、
さ

ら
に
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
無
償

化
を
求
め
る
請
願
の
採
択
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
て
き
た
。
今
回
無
償
化

を
実
現
で
き
た
こ
と
を
歓
迎
す
る

が
、
市
は
２
学
期
以
降
し
か
無
償
化

を
実
施
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
子

育
て
世
代
へ
の
支
援
は
厳
し
い
経
済

状
況
の
中
、
待
っ
た
な
し
で
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を
と
り
４
月
の
新

学
期
か
ら
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
所

見
を
問
う
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、実
施
に
伴
う
各
種

シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
が
必
要
で
あ

る
が
、段
階
的
に
改
修
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、２
学
期
か
ら
開
始
す
る
。

市
は
、
福
岡
城
址
に
天
守
閣

は
存
在
し
た
と
い
う
特
定
の

学
説
を
支
持
す
る
立
場
に
立
ち
、
そ

の
調
査
を
行
お
う
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
天
守
閣
を
造
る
口
実
を
見
つ

け
た
い
が
た
め
に
行
う
過
度
な
調
査

で
あ
り
、
浪
費
以
外
の
何
物
で
も
な

い
。
巨
額
の
費
用
を
か
け
る
調
査
は

や
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
答
弁
を
求

め
る
。福

岡
城
天
守
の
調
査
に
つ
い

て
は
、文
献
調
査
や
発
掘
調

査
を
実
施
し
て
い
く
。

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
年
々

増
加
し
、
２
０
２
３
年
度
は

５
１
７
７
人
と
史
上
最
高
と
な
っ
て

い
る
。
不
登
校
児
童
の
受
け
皿
で
あ

る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
公
的
助
成
が

な
く
、
運
営
の
困
難
や
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
市
と

し
て
助
成
制
度
の
創
設
を
行
い
、
国

に
も
財
政
措
置
を
求
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
答
弁
を
求
め
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、県
が
財
政
的

支
援
を
実
施
し
て
お
り
、市
で
は
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
児
童
生
徒
に

動
画
教
材
を
提
供
す
る
な
ど
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
今
や
核
兵
器
廃
絶
は
世
界
の
流

れ
と
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
被
爆

者
の
悲
願
で
あ
る
非
核
平
和
都
市
宣

言
を
直
ち
に
行
う
と
と
も
に
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准
を
市
長
が
直
接

国
に
働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が

答
弁
を
求
め
る
。

非
核
自
治
体
宣
言
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
市
議
会
に
お

い
て
平
和
都
市
宣
言
が
決
議
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、市
と
し
て
ア
ジ
ア
太
平

洋
都
市
宣
言
に
お
い
て
、国
際
交
流

活
動
を
通
し
て
平
和
友
好
の
推
進
に

力
を
注
ぐ
と
い
う
姿
勢
を
宣
言
す
る

と
と
も
に
、基
本
構
想
に
お
い
て
も
、

日
本
、ア
ジ
ア
、世
界
の
平
和
と
繁
栄

に
貢
献
し
て
い
く
と
う
た
っ
て
い

る
。今
後
と
も
、こ
れ
ら
の
宣
言
な
ど

の
趣
旨
を
市
政
に
生
か
し
て
い
く
。

ま
た
、核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て

は
、平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市

会
議
と
し
て
政
府
に
対
し
要
請
を
行

っ
て
お
り
、核
兵
器
の
な
い
世
界
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
す
る
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

防
災
・
減
災
で
大
切
な
こ
と

は
災
害
時
の
被
害
減
少
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
日
頃
か

ら
地
震
や
大
雨
な
ど
具
体
的
な
災
害

を
想
定
し
て
備
え
る
と
と
も
に
、
繰

り
返
し
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
小
中
学
校
に
お
け
る
防
災

訓
練
の
推
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
が
所
信
を
問
う
。

小
中
学
校
で
の
防
災
訓
練
に

つ
い
て
は
、各
学
校
作
成
の

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

火
災
や
地
震
な
ど
に
対
応
す
る
訓
練

を
毎
年
計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
訓
練
を
通
じ
て
得
ら
れ
た

経
験
や
評
価
な
ど
を
今
後
の
訓
練
に

生
か
し
て
い
く
。

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

跡
地
に
つ
い
て
は
、
大
学
が

百
年
存
在
し
た
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

ド
と
、
都
心
部
に
近
い
広
大
な
敷
地

や
交
通
利
便
性
の
高
さ
と
い
う
強
み

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
跡
地
利
用

の
推
進
に
お
い
て
は
、
大
学
、
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
、
優
先
交
渉
権
者
と
と
も

に
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、
出
さ

れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
所
信

を
問
う
。九

州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

跡
地
に
つ
い
て
は
、地
域
と

共
に
創
り
上
げ
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
基
づ
き
、都
市
基
盤
の
整
備
を

着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、「
Ｆ
ｕ
ｋ

ｕ
ｏ
ｋ
ａ  

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ  

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
」の

実
現
に
向
け
、大
学
や
地
域
な
ど
の

関
係
者
と
連
携
し
、未
来
に
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

市
は
２
０
２
０
年
か
ら
２
０

４
０
年
に
か
け
て
、
生
産
年

齢
人
口
は
約
１
％
減
少
し
、
75
歳

以
上
の
人
口
は
約
46
％
増
加
す
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
介

護
人
材
は
不
足
し
て
お
り
、
必
ず

厳
し
い
環
境
に
な
る
と
考
え
る
。

外
国
籍
人
材
の
雇
用
も
含
め
、
事

業
者
が
介
護
人
材
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
実
施
す
る
際
の
支
援

体
制
を
充
実
す
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
問
う
。

介
護
人
材
に
つ
い
て
は
、事

業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、

海
外
か
ら
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め

の
新
た
な
拠
点
の
開
設
に
取
り
組
ん

で
い
く
。福

岡
か
ら
の
グ
ア
ム
直
行
便

が
な
く
な
り
残
念
だ
が
、
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
れ

ば
、
な
く
な
る
の
は
必
然
で
あ

る
。
直
行
便
再
開
を
望
む
が
、
機

運
の
醸
成
も
必
要
で
あ
る
。
福
岡

空
港
を
利
用
し
、
も
っ
と
旅
行
し

よ
う
と
い
う
気
に
さ
せ
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
滑
走
路
増
設
に
伴
う

発
着
枠
数
増
の
機
会
を
と
ら
ま
え

た
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面
の
各
都
市

と
を
つ
な
ぐ
新
規
路
線
就
航
実
現

へ
の
取
り
組
み
の
推
進
が
必
要
と

考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

福
岡
空
港
は
、九
州
・
西
日
本

地
域
の
発
展
を
支
え
る
主
要

地
域
拠
点
空
港
で
あ
り
、航
空
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。増
設
滑
走
路
の

供
用
開
始
も
契
機
と
し
、引
き
続
き
、

運
営
会
社
な
ど
と
連
携
し
て
、東
南

ア
ジ
ア
方
面
を
は
じ
め
と
す
る
航
空

路
線
の
維
持
・
拡
充
や
利
用
の
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
１

り   

さ
い

問答

能登半島地震被災地で健康・衛生管理を行う福岡市の保健師

教
員
の
処
遇
改
善
と

実
効
あ
る
働
き
方
改
革
の
推
進
を

問 答Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
た
人
権
侵
害
の

根
絶
の
た
め
主
体
的
な
取
り
組
み
を

問答

答

中
小
企
業
の
人
手
不
足
解
消
の
た
め

奨
学
金
返
還
支
援
制
度
の
導
入
を

問 答被
災
地
支
援
で
得
た
教
訓
を
生
か
し
た

取
り
組
み
を

問 答答 フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援
な
ど

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
充
実
を

問 答学
校
給
食
費
無
償
化
は

４
月
か
ら
実
施
を

問 地
下
鉄
事
業
に
つ
い
て

今
後
の
事
業
展
開
を
問
う

問 財
政
の
健
全
性
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を

問 困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性
の
た
め
の

相
談
体
制
の
拡
充
や
支
援
の
検
討
を

人権啓発ラジオ番組「こころのオルゴール」のチラシ
（令和６年度実施分）

日
本
維
新
の
会

福
岡
市
議
団

日
本
共
産
党

福
岡
市
議
団

福
岡
市
民

ク
ラ
ブ

※
２
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深
刻
な
教
職
員
不
足
や
教
員

希
望
者
の
減
少
が
続
く
中
、

残
業
代
の
代
わ
り
に
給
与
に
一
律
で

上
乗
せ
す
る
教
職
調
整
額
を
段
階
的

に
引
き
上
げ
る
給
特
法
改
正
案
が
今

国
会
に
提
出
さ
れ
た
が
、
学
校
現
場

が
求
め
て
い
る
の
は
子
ど
も
と
向
き

合
う
時
間
や
教
材
研
究
時
間
の
確
保

で
あ
り
、
教
職
員
定
数
の
改
善
と
支

援
ス
タ
ッ
フ
の
配
置
拡
充
や
標
準
授

業
時
数
の
削
減
な
ど
が
必
要
で
あ

る
。
今
回
の
教
員
の
処
遇
改
善
を
ど

う
認
識
し
、
実
効
あ
る
学
校
の
働
き

方
改
革
推
進
に
ど
う
取
り
組
む
の

か
。

教
員
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て

は
、国
に
お
い
て
教
職
の
重

要
性
と
職
務
や
勤
務
の
状
況
に
応
じ

改
善
さ
れ
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。働
き
方
改
革
に
つ
い
て
は
、教
頭

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
員
や
部
活
動
指

導
員
な
ど
の
拡
充
を
行
う
ほ
か
、ク

ラ
ウ
ド
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導

入
な
ど
教
員
の
負
担
軽
減
に
取
り
組

み
、教
員
が
子
ど
も
と
向
き
合
う
環

境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
。

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女
性

へ
の
支
援
に
関
す
る
法
律
が

２
０
２
４
年
４
月
に
施
行
さ
れ
た
。

基
本
計
画
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
、
国
籍
な
ど

を
問
わ
ず
女
性
か
ら
の
多
岐
に
わ
た

る
相
談
を
受
け
る
体
制
の
拡
充
な
ら

び
に
支
援
内
容
を
検
討
す
べ
き
と
考

え
る
が
所
見
を
問
う
。

困
難
を
抱
え
る
女
性
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、法
に
基
づ

く
計
画
の
策
定
を
進
め
る
と
と
も

に
、関
係
機
関
や
民
間
団
体
な
ど
と

連
携
し
て
、多
様
な
支
援
を
包
括
的

に
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

く
。

近
年
続
発
し
て
い
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ

な
ど
を
通
じ
た
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
上
の
人
権
侵
害
を
根
絶
す
る
た

め
、
地
域
や
学
校
に
お
け
る
教
育
機

会
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
対
応
手

法
な
ど
の
情
報
提
供
と
、
専
任
者
の

配
置
に
よ
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
政

の
責
任
と
し
て
主
体
的
に
取
り
組
む

こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
所
見
を
問

う
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
人

権
侵
害
に
つ
い
て
は
、講
演
会

や
テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
な
ど
に
よ
る
啓
発
を

行
う
と
と
も
に
、不
適
切
な
書
き
込

み
へ
の
対
応
や
人
権
相
談
に
、関
係

機
関
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

く
。ま
た
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
お
け
る
人

権
侵
害
に
関
す
る
教
育
に
つ
い
て

は
、各
教
科
や
道
徳
な
ど
の
時
間
に
、

誹
謗
中
傷
防
止
を
含
む
情
報
モ
ラ
ル

教
育
を
行
っ
て
い
る
。

慢
性
的
な
人
手
不
足
の
解
消

が
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
地
場

中
小
企
業
へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、

地
場
中
小
企
業
へ
の
就
職
を
条
件

に
、
大
学
、
専
門
学
校
卒
業
生
を
対

象
と
す
る
奨
学
金
返
還
支
援
制
度
を

導
入
す
べ
き
と
考
え
る
が
所
見
を
問

う
。

奨
学
金
の
返
還
支
援
に
つ
い

て
は
、従
業
員
の
奨
学
金
返

還
を
支
援
す
る
市
内
中
小
企
業
に
対

し
て
助
成
す
る
制
度
を
創
設
し
、人

材
確
保
を
支
援
し
て
い
く
。

少
子
高
齢
化
社
会
が
到
来
す

る
中
で
市
が
持
続
的
に
発
展

し
て
い
く
た
め
に
は
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
と
と
も
に
、
必
要
性
の
薄

れ
た
歳
出
の
削
減
や
市
税
収
入
を
高

め
る
取
り
組
み
を
絶
え
ず
行
っ
て
い

く
必
要
が
あ
る
が
、
財
政
の
健
全
性

確
保
に
向
け
た
令
和
７
年
度
の
取
り

組
み
内
容
を
尋
ね
る
。

財
政
の
健
全
性
の
確
保
に
つ

い
て
は
、行
政
運
営
プ
ラ
ン

お
よ
び
財
政
運
営
プ
ラ
ン
に
基
づ

き
、投
資
の
選
択
と
集
中
を
図
り
つ

つ
、歳
入
の
積
極
的
な
確
保
や
、行
政

運
営
の
効
率
化
、既
存
事
業
の
見
直

し
な
ど
、不
断
の
改
善
を
進
め
る
と

と
も
に
、市
債
残
高
の
縮
減
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

能
登
半
島
地
震
の
発
災
を
受

け
、
本
市
職
員
も
多
数
現
地

支
援
に
従
事
し
た
。
被
災
地
で
ど
の

よ
う
な
業
務
に
当
た
り
、
ど
の
よ
う

な
教
訓
を
得
た
の
か
、
令
和
７
年
度

事
業
と
し
て
ど
う
生
か
し
て
い
る
の

か
所
見
を
問
う
。

能
登
半
島
地
震
被
災
地
支
援

で
は
、罹
災
証
明
の
調
査
業

務
や
保
健
師
に
よ
る
健
康
・
衛
生
管

理
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
っ

た
が
、職
員
の
宿
泊
先
や
食
事
の
確

保
な
ど
に
苦
慮
し
た
こ
と
か
ら
、本

市
に
お
け
る
支
援
受
け
入
れ
体
制
の

充
実
に
努
め
て
い
く
。

民
間
の
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な

ど
は
、
通
常
の
学
校
に
馴
染

ま
な
い
状
態
に
あ
る
児
童
生
徒
に
と

っ
て
一
定
の
受
け
皿
と
し
て
機
能
し

て
い
る
が
、
市
と
し
て
具
体
的
な
支

援
に
乏
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
は

さ
ら
な
る
官
民
連
携
を
推
進
し
て
、

不
登
校
児
童
生
徒
へ
の
支
援
の
充
実

に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
所
見
を
問
う
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、県
が
財
政
的

支
援
を
実
施
し
て
お
り
、市
で
は
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
児
童
生
徒
に

動
画
教
材
を
提
供
す
る
な
ど
連
携
を

図
っ
て
い
る
。市
と
し
て
も
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
全
区
に
拡
大

す
る
と
と
も
に
、令
和
７
年
度
に
は

学
び
の
多
様
化
学
校
を
設
置
す
る
な

ど
、不
登
校
児
童
生
徒
の
学
び
の
場

の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

地
下
鉄
事
業
は
、
本
市
都
市

交
通
の
根
幹
を
成
す
重
要
な

事
業
の
一
つ
で
あ
る
。
今
後
ど
の
よ

う
な
事
業
展
開
を
考
え
て
い
る
の

か
、
延
伸
計
画
の
有
無
を
含
め
所
見

を
問
う
。
ま
た
、
七
隈
線
橋
本
駅
か

ら
の
公
共
交
通
は
不
便
さ
が
否
め

ず
、
姪
浜
駅
と
の
接
続
が
望
ま
し
い

が
実
現
は
困
難
な
の
か
。

地
下
鉄
事
業
に
つ
い
て
は
、

経
営
環
境
の
変
化
や
多
様
化

す
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、令

和
７
年
２
月
に
新
た
な
地
下
鉄
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
て
お
り
、今
後

と
も
安
全
で
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
に
取
り
組
ん
で
い
く
。地
下
鉄

の
延
伸
に
つ
い
て
は
、橋
本
駅
と
姪

浜
駅
と
の
接
続
な
ど
の
費
用
対
効
果

の
試
算
で
は
国
の
基
準
を
満
た
さ
な

い
結
果
と
な
っ
て
い
る
。拠
点
へ
の

ア
ク
セ
ス
強
化
に
つ
い
て
は
、引
き

続
き
、中
長
期
的
な
視
点
も
持
っ
て

検
討
し
て
い
く
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、
２
０
１
５
年
度
よ

り
毎
年
市
に
実
現
を
求
め
続
け
、
さ

ら
に
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
無
償

化
を
求
め
る
請
願
の
採
択
の
た
め
に

力
を
尽
く
し
て
き
た
。
今
回
無
償
化

を
実
現
で
き
た
こ
と
を
歓
迎
す
る

が
、
市
は
２
学
期
以
降
し
か
無
償
化

を
実
施
で
き
な
い
と
し
て
い
る
。
子

育
て
世
代
へ
の
支
援
は
厳
し
い
経
済

状
況
の
中
、
待
っ
た
な
し
で
あ
り
、

あ
ら
ゆ
る
手
だ
て
を
と
り
４
月
の
新

学
期
か
ら
行
う
べ
き
と
考
え
る
が
所

見
を
問
う
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に
つ

い
て
は
、実
施
に
伴
う
各
種

シ
ス
テ
ム
の
改
修
な
ど
が
必
要
で
あ

る
が
、段
階
的
に
改
修
を
進
め
る
こ

と
に
よ
り
、２
学
期
か
ら
開
始
す
る
。

市
は
、
福
岡
城
址
に
天
守
閣

は
存
在
し
た
と
い
う
特
定
の

学
説
を
支
持
す
る
立
場
に
立
ち
、
そ

の
調
査
を
行
お
う
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
は
天
守
閣
を
造
る
口
実
を
見
つ

け
た
い
が
た
め
に
行
う
過
度
な
調
査

で
あ
り
、
浪
費
以
外
の
何
物
で
も
な

い
。
巨
額
の
費
用
を
か
け
る
調
査
は

や
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
答
弁
を
求

め
る
。福

岡
城
天
守
の
調
査
に
つ
い

て
は
、文
献
調
査
や
発
掘
調

査
を
実
施
し
て
い
く
。

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
年
々

増
加
し
、
２
０
２
３
年
度
は

５
１
７
７
人
と
史
上
最
高
と
な
っ
て

い
る
。
不
登
校
児
童
の
受
け
皿
で
あ

る
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
は
公
的
助
成
が

な
く
、
運
営
の
困
難
や
、
保
護
者
の

経
済
的
負
担
が
生
じ
て
い
る
。
市
と

し
て
助
成
制
度
の
創
設
を
行
い
、
国

に
も
財
政
措
置
を
求
め
る
べ
き
と
考

え
る
が
答
弁
を
求
め
る
。

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
支
援

に
つ
い
て
は
、県
が
財
政
的

支
援
を
実
施
し
て
お
り
、市
で
は
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
に
通
う
児
童
生
徒
に

動
画
教
材
を
提
供
す
る
な
ど
連
携
を

図
っ
て
い
る
。

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を

受
賞
し
た
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う

に
、
今
や
核
兵
器
廃
絶
は
世
界
の
流

れ
と
な
っ
て
い
る
。
市
と
し
て
被
爆

者
の
悲
願
で
あ
る
非
核
平
和
都
市
宣

言
を
直
ち
に
行
う
と
と
も
に
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
批
准
を
市
長
が
直
接

国
に
働
き
か
け
る
べ
き
と
考
え
る
が

答
弁
を
求
め
る
。

非
核
自
治
体
宣
言
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
市
議
会
に
お

い
て
平
和
都
市
宣
言
が
決
議
さ
れ
て

い
る
ほ
か
、市
と
し
て
ア
ジ
ア
太
平

洋
都
市
宣
言
に
お
い
て
、国
際
交
流

活
動
を
通
し
て
平
和
友
好
の
推
進
に

力
を
注
ぐ
と
い
う
姿
勢
を
宣
言
す
る

と
と
も
に
、基
本
構
想
に
お
い
て
も
、

日
本
、ア
ジ
ア
、世
界
の
平
和
と
繁
栄

に
貢
献
し
て
い
く
と
う
た
っ
て
い

る
。今
後
と
も
、こ
れ
ら
の
宣
言
な
ど

の
趣
旨
を
市
政
に
生
か
し
て
い
く
。

ま
た
、核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て

は
、平
和
首
長
会
議
国
内
加
盟
都
市

会
議
と
し
て
政
府
に
対
し
要
請
を
行

っ
て
お
り
、核
兵
器
の
な
い
世
界
の

実
現
に
向
け
て
取
り
組
む
と
す
る
国

の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

防
災
・
減
災
で
大
切
な
こ
と

は
災
害
時
の
被
害
減
少
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
日
頃
か

ら
地
震
や
大
雨
な
ど
具
体
的
な
災
害

を
想
定
し
て
備
え
る
と
と
も
に
、
繰

り
返
し
訓
練
を
重
ね
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。
小
中
学
校
に
お
け
る
防
災

訓
練
の
推
進
に
取
り
組
む
必
要
が
あ

る
が
所
信
を
問
う
。

小
中
学
校
で
の
防
災
訓
練
に

つ
い
て
は
、各
学
校
作
成
の

危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
き
、

火
災
や
地
震
な
ど
に
対
応
す
る
訓
練

を
毎
年
計
画
的
に
実
施
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
訓
練
を
通
じ
て
得
ら
れ
た

経
験
や
評
価
な
ど
を
今
後
の
訓
練
に

生
か
し
て
い
く
。

九
州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

跡
地
に
つ
い
て
は
、
大
学
が

百
年
存
在
し
た
地
と
し
て
の
ブ
ラ
ン

ド
と
、
都
心
部
に
近
い
広
大
な
敷
地

や
交
通
利
便
性
の
高
さ
と
い
う
強
み

を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
跡
地
利
用

の
推
進
に
お
い
て
は
、
大
学
、
Ｕ
Ｒ

都
市
機
構
、
優
先
交
渉
権
者
と
と
も

に
、
地
域
の
声
に
耳
を
傾
け
、
出
さ

れ
た
意
見
を
踏
ま
え
て
ま
ち
づ
く
り

に
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る
が
所
信

を
問
う
。九

州
大
学
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス

跡
地
に
つ
い
て
は
、地
域
と

共
に
創
り
上
げ
た
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
に
基
づ
き
、都
市
基
盤
の
整
備
を

着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、「
Ｆ
ｕ
ｋ

ｕ
ｏ
ｋ
ａ  

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ  

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ
」の

実
現
に
向
け
、大
学
や
地
域
な
ど
の

関
係
者
と
連
携
し
、未
来
に
誇
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

市
は
２
０
２
０
年
か
ら
２
０

４
０
年
に
か
け
て
、
生
産
年

齢
人
口
は
約
１
％
減
少
し
、
75
歳

以
上
の
人
口
は
約
46
％
増
加
す
る

と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
現
在
も
介

護
人
材
は
不
足
し
て
お
り
、
必
ず

厳
し
い
環
境
に
な
る
と
考
え
る
。

外
国
籍
人
材
の
雇
用
も
含
め
、
事

業
者
が
介
護
人
材
確
保
に
向
け
た

取
り
組
み
を
実
施
す
る
際
の
支
援

体
制
を
充
実
す
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
問
う
。

介
護
人
材
に
つ
い
て
は
、事

業
者
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
、

海
外
か
ら
の
人
材
を
確
保
す
る
た
め

の
新
た
な
拠
点
の
開
設
に
取
り
組
ん

で
い
く
。福

岡
か
ら
の
グ
ア
ム
直
行
便

が
な
く
な
り
残
念
だ
が
、
需

要
と
供
給
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
れ

ば
、
な
く
な
る
の
は
必
然
で
あ

る
。
直
行
便
再
開
を
望
む
が
、
機

運
の
醸
成
も
必
要
で
あ
る
。
福
岡

空
港
を
利
用
し
、
も
っ
と
旅
行
し

よ
う
と
い
う
気
に
さ
せ
る
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
な
ど
を
展
開
す
べ
き
で
あ

る
。
ま
た
、
滑
走
路
増
設
に
伴
う

発
着
枠
数
増
の
機
会
を
と
ら
ま
え

た
、
東
南
ア
ジ
ア
方
面
の
各
都
市

と
を
つ
な
ぐ
新
規
路
線
就
航
実
現

へ
の
取
り
組
み
の
推
進
が
必
要
と

考
え
る
が
所
見
を
問
う
。

福
岡
空
港
は
、九
州
・
西
日
本

地
域
の
発
展
を
支
え
る
主
要

地
域
拠
点
空
港
で
あ
り
、航
空
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
・
強
化
を
図
る
こ

と
は
重
要
で
あ
る
。増
設
滑
走
路
の

供
用
開
始
も
契
機
と
し
、引
き
続
き
、

運
営
会
社
な
ど
と
連
携
し
て
、東
南

ア
ジ
ア
方
面
を
は
じ
め
と
す
る
航
空

路
線
の
維
持
・
拡
充
や
利
用
の
促
進

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

※
１　

給
特
法

　「
公
立
の
義
務
教
育
諸
学
校
等
の
教
育
職
員

の
給
与
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」の
略
称

※
２　

学
び
の
多
様
化
学
校

　
不
登
校
児
童
生
徒
を
対
象
と
す
る
特
別
の
教

育
課
程
を
編
成
し
て
教
育
を
実
施
す
る
学
校

※
３　

Ｆ
ｕ
ｋ
ｕ
ｏ
ｋ
ａ　

Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ

Ｅ
ａ
ｓ
ｔ

　
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、

持
続
的
に
発
展
し
て
い
く
た
め
、先
進
技
術
の

導
入
な
ど
に
よ
る
快
適
で
質
の
高
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
と
都
市
空
間
を
創
出
し
、未
来
に
誇

れ
る
モ
デ
ル
都
市
を
創
造
し
て
い
く
も
の

答答

優先交渉権者の企画提案イメージ図
（九州大学・ＵＲ都市機構公表資料抜粋）

国史跡　福岡城跡

答答 問問 フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
へ
の
助
成
制
度
の

創
設
を

非
核
平
和
都
市
宣
言
を
行
い
、
核
兵
器

禁
止
条
約
批
准
の
国
へ
の
働
き
か
け
を

答

答 問 九
大
箱
崎
キ
ャ
ン
パ
ス
跡
地
は

地
域
の
声
を
踏
ま
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

答

答

問 介
護
人
材
確
保
に
向
け
た
事
業
者
の

取
り
組
み
へ
の
支
援
体
制
の
充
実
を

問 福
岡
空
港
に
お
け
る
路
線
の
維
持
と

新
規
就
航
へ
の
取
り
組
み
を
問
う

問 小
中
学
校
に
お
け
る
防
災
訓
練
の

推
進
を

問 福
岡
城
天
守
の
調
査
は
や
め
る
べ
き

福岡空港滑走路増設のイメージ

国際線ターミナル国内線ターミナル

現滑走路
2,800m

新滑走路
2,500m

自
民
党

新
福
岡

新
し
い
風

ふ
く
お
か

※
３

令和７年（2025年）５月１日 No.166ふくおか市議会だより５



会派の主張　令和の米騒動ともいわれる米価の高騰をはじめ、日々の暮らし
を脅かす物価高騰の影響が長期化・深刻化する中で、会派の令和７
年度予算要求では、子育て世帯の可処分所得を増やすことなど支
援の強化を求め、２学期からは学校給食費の無償化が実現するこ
ととなりました。今後も引き続き、年金などの社会保障を頼りに生
活される方々の暮らしや、地場の中小・零細企業の経営を支える観
点で、市に対して積極的な施策展開を求めてまいります。
　かつてシリコンアイランドと呼ばれた九州で、半導体産業の急
速な再興の動きが見られる中、本市にも関連事業者が立地するよ
う、産学官を挙げて取り組む必要があります。私たち自由民主党福
岡市議団は、都市の成長に向けた新たな可能性を常に
模索するとともに、農山漁村地域も含めた本市全体の
均衡ある発展を実現するため、バランスの取れた市政
運営を心がけ職務に精励します。

自由民主党福岡市議団

元気といわれる福岡市ですが、市民生活は物価高などの影響を
大きく受け大変な状況です。財政は好調ですが、将来的に社会保障
費や施設の維持改修費などが膨らむ見込みとなっており予断を許
しません。持続可能な福岡市の発展を促すため、【生活保障】一人ひ
とりの暮らしと幸せを大切にする社会、【成長】人と技術の結びつ
きが新たな価値を生み出す創造都市、【地域】市民が自ら発信し議
論し決定する仕組みづくり、【共生】一人ひとりの生命と尊厳を守
る安心・安全な基盤づくり、以上の視点から政策提案を行います。
令和7年度は行政運営の最上位計画の一つである「第10次福岡
市基本計画」がスタートする年であり、それに対応した分野別の計
画も策定されます。会派の理念が各種計画に反映され
るよう積極的に発信していくとともに、働く者、生活者
の目線に最も近い会派であるという自負を持ち、市民
生活を最優先に考えた政策実現を目指します。

福岡市民クラブ
世界では、今なお各地で紛争が続き深刻な人道危機が発生する中、
国際社会の平和と安定へ日本の役割も重要な局面を迎えています。
　このように国際的な問題の影響でエネルギーや原材料価格の上昇、
さらには物価の高騰が私たちの生活や経済活動に大きな影を落とし
ています。そういった厳しい状況下だからこそ、福岡市が取り組む施
策を力強く実行し、積極果敢に挑戦することが市民の皆さまの生活
や財産、そして生命を守ることにつながると確信いたします。
今こそ、政治がその責任を果たすべき時です。
私たち公明党福岡市議団は、市民生活の中に入り込み、お一人お一
人の意見・要望に寄り添い、耳を傾け続けてまいりました。
これからも市民の皆さまが、将来に希望を持ち、笑顔
があふれ、安心して暮らすことができる福岡市の実現を
目指して、これまで以上に福岡市政発展のために全力を
尽くしてまいります。

公明党福岡市議団

物価高騰が長引くもと、暮らし応援にこそ優先的に税金を使う
べきです。わが党は高齢者乗車券の拡充や上下水道料金の減免な
ど、暮らしを直接応援する施策や、市として国に、消費税減税や中
小業者支援と併せた最低賃金の大幅引き上げを求めることを提案
しました。一方で、大企業だけが潤い、異常な地価上昇を招く「天神
ビッグバン」などの大型開発などに莫大な税金をつぎ込むことや、
歴史的根拠もなく、「天守閣ありき」で巨額の税金をかけて行う福
岡城天守調査や「ライトアップ事業」はやめるよう主張しました。
そして、市内経済活性化のためにも、地域の中小業者応援を強め、
保育・福祉・介護などへの支援を充実するよう求めました。また、公
的備蓄の抜本増など防災対策強化を要求しました。
その他、ジェンダー平等の市政実現や非核平和都市
宣言を行うことなど、今後とも市民の切実な願い実現
に向けて全力を挙げます。

日本共産党福岡市議団
私たち日本維新の会福岡市議団は、従来のしがらみのある政治に
とらわれず、市民の皆さまにとって何が本当に必要な政策なのかを
考え、是々非々で進めていく政策集団です。
令和７年度予算等におきましては
◯持続可能な行財政運営のため財政健全化の推進
◯都市の魅力向上も含めた経済活性化の推進
◯教育・子育て支援をはじめとした次世代への重点投資
◯激甚化・頻発化する災害の地域防災・減災対策の充実
などを基本軸に置き、適切な予算措置を求めました。
先行きに不透明感が拭えない昨今において、多くの諸問題に取
り組んでいくためにも令和７年度も全力で励んでまいり
ます。
ぜひ、皆さまの忌憚のないご意見・ご要望をお聞かせ
ください。本年度もよろしくお願い申し上げます。

日本維新の会福岡市議団

　誰もが心豊かに生きやすい「ふくおか」の実現には、地域課題の
一つ一つに対して丁寧に向き合っていくことが大切です。一方で、
人口構造の変化や先端技術の進展、世界情勢や地球規模の環境変
化など、私たち市民の生活に影響を及ぼす外部環境の動静にも対
応していく必要があり、長期的・大局的な視座を伴う行政運営が今
後より求められます。新年度予算編成では、高齢者の健康と生活を
支える取り組みや、将来を担う子どもたちを支える教育予算・子育
て支援の拡充、障がい児・者やそれを支える家族への寄り添い支援
など、人を大切にする行財政運営を求めました。併せて、将来の持
続的な歳入確保のために、経済循環を回し続ける促進策や新たな
価値を生み出すイノベーション分野への積極的な予算
措置が図られるよう要望したところです。これからも
「都市の成長」と「人への優しさ」、両輪のバランスの取
れた福岡市の政策実現に尽力致します。

新しい風ふくおか
　福岡市はこれまで目指す都市像として「人と環境と都市活力の
調和がとれたアジアのリーダー都市」を掲げ、都市づくりに取り組
み、結果、全国でも最も元気なまちとして評価されています。
　一方、わが国の状況は加速する少子高齢化や、国際的な物価高への
対応、多くの災害をもたらす気候変動など、待ったなしの状況です。
　これからの時代、想定外の変化にしなやかに対応し、強かにチャ
レンジしていくことが求められます。
　令和７年度一般会計予算では、まちのレベルをもう一段押し上
げることと併せて、子どもや子育て世代、防災といったさまざまな
分野において、きめ細かな施策を積極的に進めることが必要です。
　われわれも市議会議員としての役割を自覚し、地域
の声をしっかりと行政に届けながら、この住みやすい
まち「福岡」を将来に引き継いでいくため、全力で取り
組んでまいります。

自民党新福岡

き    たん

したた

令和７年度予算案・
条例案や市政に対する
各会派の主張です。
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沿
線
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
結

果
、一
定
の
成
果
が
見
え
て
き
た

と
の
報
告
を
受
け
た
。

　
博
多
駅
ま
で
の
延
伸
後
の
建
築

な
ど
の
動
向
や
周
辺
地
域
の
住
民

と
の
協
議
を
踏
ま
え
、市
民
へ
の

情
報
発
信
や
利
便
性
の
向
上
に
留

意
し
な
が
ら
、総
合
的
な
調
査
・
検

討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
直
通
運
転
化
に
当
た
っ
て
は
、西

鉄
貝
塚
線
と
地
下
鉄
箱
崎
線
の
乗

り
継
ぎ
利
用
者
の
増
加
が
重
要
と

な
る
た
め
、西
鉄
貝
塚
線
の
利
便
性

向
上
策
や
利
用
促
進
策
に
つ
い
て
、

交
通
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
て
取

り
組
ん
で
い
く
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　
多
く
の
沿
線
住
民
が
要
望
す
る

長
年
の
重
要
課
題
で
あ
り
、早
期
の

実
現
に
向
け
て
、よ
り
費
用
対
効
果

や
収
支
採
算
性
の
高
い
事
業
手
法

な
ど
に
つ
い
て
、引
き
続
き
調
査
・

検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

　
公
共
交
通
空
白
地
に
お
け
る
代

替
交
通
へ
の
補
助
や
公
共
交
通
不

便
地
な
ど
へ
の
支
援
の
拡
充
、オ

ン
デ
マ
ン
ド
交
通
社
会
実
験
の
取

り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
た
。

　
多
様
な
交
通
手
段
の
特
性
な
ど

を
踏
ま
え
な
が
ら
、地
域
の
実
情

に
応
じ
た
持
続
可
能
な
生
活
交
通

の
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
、引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
進

め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

交
通
混
雑
対
策
に
つ
い
て
、パ

ー
ク
・
ア
ン
ド
・
ラ
イ
ド
な
ど
の
全

市
的
な
取
り
組
み
、フ
リ
ン
ジ
パ
ー

キ
ン
グ
な
ど
の
都
心
部
に
お
け
る

取
り
組
み
な
ど
の
報
告
を
受
け
た
。

　
市
民
や
企
業
、交
通
事
業
者
、行

政
が
よ
り
一
層
連
携
し
、都
心
部

に
お
け
る
道
路
交
通
混
雑
の
緩
和

や
都
心
拠
点
間
の
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
化
を
図
る
た
め
の
施
策

な
ど
に
つ
い
て
、引
き
続
き
調
査
・

検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

　
令
和
７
年
３
月
20
日
の
増
設
滑

走
路
の
供
用
開
始
に
向
け
、通
信

設
備
の
運
用
確
認
な
ど
が
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
や
、国
際
線
地
区
で

は
、タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
北
側
の
増

築
に
よ
る
、保
安
検
査
レ
ー
ン
の

増
設
と
免
税
店
エ
リ
ア
の
拡
張
な

ど
が
行
わ
れ
て
お
り
、増
設
滑
走

路
の
供
用
と
併
せ
て
令
和
７
年
３

月
に
供
用
開
始
さ
れ
る
予
定
で
あ

る
こ
と
、国
内
線
地
区
で
は
、タ
ー

ミ
ナ
ル
ビ
ル
と
一
体
と
な
っ
た
商

業
施
設
や
ホ
テ
ル
を
備
え
る
複
合

施
設
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、令
和

８
年
度
に
供
用
開
始
と
な
る
予
定

で
あ
る
こ
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　
空
港
運
営
会
社
と
の
連
携
に
つ

い
て
は
、市
議
会
で
の
意
見
を
空

港
運
営
会
社
に
伝
え
、意
見
交
換

を
行
う
と
と
も
に
、安
全
、安
心
で

地
域
に
寄
り
添
っ
た
空
港
運
営
を

継
続
す
る
こ
と
、航
空
路
線
の
誘

致
や
空
港
の
利
便
性
向
上
な
ど
に

つ
い
て
、協
議
を
行
っ
た
と
の
報

告
を
受
け
た
。

　

滑
走
路
増
設
の
進
捗
状
況
、運

営
会
社
と
の
連
携
な
ど
に
つ
い

て
、引
き
続
き
調
査
・
検
討
を
進
め

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
近
年
、激
甚
化
、頻
発
化
す
る
自

然
災
害
に
備
え
、市
地
域
防
災
計
画

に
基
づ
き
、市
民
の
命
と
財
産
を
守

る
こ
と
を
第
一
に
災
害
に
強
い
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
と
の
報

告
を
受
け
た
。

　
防
災・危
機
管
理
体
制
の
強
化
に

つ
い
て
は
、災
害
・
危
機
対
応
能
力

の
向
上
を
図
り
、災
害
時
の
電
力
確

保
や
物
資
輸
送
体
制
の
強
化
、企
業

な
ど
と
の
災
害
時
応
援
協
定
の
拡

充
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報
告

を
受
け
た
。

　
避
難
支
援
対
策
の
充
実
、強
化
に

つ
い
て
は
、ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
更

新
や
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

災
害
リ
ス
ク
情
報
の
提
供
、避
難
所

環
境
の
改
善
に
向
け
た
公
的
備
蓄

の
拡
充
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
の
報
告
を
受
け
た
。

　
地
域
防
災
力
の
向
上
に
つ
い
て

は
、避
難
行
動
要
支
援
者
の
個
別

避
難
計
画
の
作
成
な
ど
、地
域
に

お
け
る
避
難
支
援
体
制
づ
く
り
や

避
難
所
運
営
体
制
の
強
化
な
ど
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
報
告
を
受

け
た
。

　

今
後
と
も
、災
害
対
応
力
の
強

化
に
向
け
、各
取
り
組
み
状
況
な

ど
に
つ
い
て
、引
き
続
き
調
査
・
検

討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
福
岡
市
保
健
福
祉
総
合
計
画
に

基
づ
く
高
齢
者
保
健
福
祉
施
策
に

つ
い
て
、「
高
齢
者
が
年
齢
に
関
わ

ら
ず
、意
欲
や
能
力
に
応
じ
、生
き

が
い
を
も
っ
て
い
き
い
き
と
活
躍

す
る
こ
と
が
で
き
、医
療
や
介
護

が
必
要
に
な
っ
て
も
、で
き
る
だ

け
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
全
・
安

心
に
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
社
会

の
実
現
」を
基
本
理
念
と
し
て
、

「
地
域
包
括
ケ
ア
の
推
進
」な
ど
の

５
つ
の
基
本
目
標
を
掲
げ
、施
策

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る
な
ど

の
報
告
を
受
け
た
。

　

超
高
齢
社
会
へ
の
対
応
と
し

て
、
施
策
の
総
合
的
な
推
進
と
介

護
保
険
制
度
の
円
滑
な
運
営
は
重

要
な
課
題
で
あ
り
、
高
齢
者
や
家

族
の
実
態
と
ニ
ー
ズ
を
十
分
に
把

握
す
る
と
と
も
に
、
福
祉
局
と
関

係
局
の
連
携
な
ど
に
よ
る
、
生
活

交
通
の
確
保
、
買
い
物
や
移
動

支
援
な
ど
に
よ
る
生
活
基
盤
づ
く

り
、
福
祉
・
介
護
人
材
の
確
保
、

高
齢
者
の
就
業
支
援
、
介
護
予
防

の
推
進
、
介
護
保
険
料
の
上
昇
抑

制
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
の
整

備
、
認
知
症
の
人
が
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
な
ど
に
つ
い
て
、
引
き
続

き
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
令
和
７
年
度
か
ら
11
年
度
ま
で

の
５
カ
年
の
計
画
で
あ
る「
第
６
次

福
岡
市
子
ど
も
総
合
計
画（
案
）」に

お
い
て
は
、「
す
べ
て
の
子
ど
も
が

夢
を
描
け
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
」

と
い
う
基
本
理
念
を
掲
げ
、「
す
べ

て
の
子
ど
も
の
権
利
の
尊
重
」、

「
す
べ
て
の
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭

の
支
援
」、「
一
人
ひ
と
り
の
視
点

に
立
っ
た
支
援
」、「
必
要
な
人
へ

確
実
に
届
く
支
援
」、「
社
会
全
体

で
の
支
援
」の
５
つ
の
基
本
的
視

点
に
よ
り
施
策
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
く
と
の
報
告
を
受
け
た
。

　

今
後
、本
計
画
に
基
づ
い
て
展

開
さ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
子
ど
も
施

策
に
つ
い
て
調
査
・
検
討
を
進
め

る
と
と
も
に
、特
に
社
会
全
体
で

子
育
て
を
応
援
す
る
環
境
づ
く

り
、幼
児
教
育
・
保
育
の
充
実
、相

談
支
援
体
制
の
充
実
、さ
ま
ざ
ま

な
体
験
機
会
の
充
実
、悩
み
や
問

題
を
抱
え
る
子
ど
も
・
若
者
の
支

援
な
ど
に
つ
い
て
、引
き
続
き
調

査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。

交
通
対
策
特
別
委
員
会

都
市
問
題
等
調
査
特
別
委
員
会

少
子
・
高
齢
化
対
策
特
別
委
員
会

福
岡
空
港

防
災

高
齢
化
対
策

少
子
化
対
策

福
岡
都
市
圏
に
お
け
る
公
共
交
通

高
速
鉄
道
３
号
線
沿
線
の
ま
ち
づ
く
り

都
心
部（
副
都
心
及
び
ウ
ォ
ー
タ
ー

フ
ロ
ン
ト
地
区
を
含
む
）に
お
け
る

道
路
交
通
の
円
滑
化

特
別
委
員
会
の
調
査
報
告

※

詳細はこちら

貝塚駅での西鉄貝塚線から
地下鉄箱崎線への乗り継ぎ

博多区月隈にある備蓄倉庫

認知症の人が住み慣れた地域で安心して暮らせる
まちづくりの拠点施設「認知症フレンドリーセンター」

●
高
速
鉄
道
２
号
線
と
西
鉄
貝
塚
線

と
の
直
通
運
転

●
生
活
交
通
の
在
り
方

※
フ
リ
ン
ジ
パ
ー
キ
ン
グ

都
心
中
心
部
へ
の
自
動
車
流
入
を
抑

制
す
る
た
め
、そ
の
周
辺（
フ
リ
ン
ジ
）

に
マ
イ
カ
ー
を
駐
車
し
、公
共
交
通
で

都
心
中
心
部
に
移
動
す
る
取
り
組
み

　

特
定
の
問
題
を
審
査
ま
た
は
調
査
す
る
た
め
に
三
つ
の
特
別

委
員
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

　

各
委
員
会
か
ら
、調
査
の
経
過
お
よ
び
集
約
さ
れ
た
意
見
に

つ
い
て
、本
会
議
で
中
間
報
告
を
行
い
ま
し
た
。要
旨
は
次
の
通

り
で
す
。（
特
別
委
員
会
の
動
き
は
８
面
参
照
）
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令和７年（2025年）５月１日 No.166ふくおか市議会だより

次の議会は５月の予定です。日程は、市議会ホームページやⅩ（旧Twitter）、市役所・区役所・出張所・地下鉄駅構内などのポスターでお知らせします。

８

発行：福岡市議会　編集：議会事務局調査法制課
〒810-8620　福岡市中央区天神一丁目８番１号

次号は、６月15日発行予定です。
ホームページ X（旧Twitter）議会中継

電話  711-4749　FAX  733-5869
メール  chosa.CCS@city.fukuoka.lg.jp

意見書
　市議会は、国会や関係省庁などへ市民
生活に関係のある問題について意見や要
望を伝えるため、意見書を提出すること
ができます。今回の定例会では２件の意
見書案を可決しました。
　要旨は次の通りです。全文は市議会
ホームページの「会議結果」からご覧いた
だけます。

　令和６年９月に再審無罪の判決が
示された袴田事件を契機として、刑
事訴訟法の再審規定（以下「再審法」
という。）の見直しを求める声が高
まっています。えん罪は取り返しの
つかない人権侵害ですが、再審法が
十分ではないため、救済に長い時間
を要しているのが現状です。よって、
速やかに再審法を改正されるよう要
請するものです。

●刑事訴訟法の再審規定の改正を

※常任委員会・特別委員会での審査・調査の詳細については、毎月発行の議会月報に掲載していま
す。議会月報は総合図書館、各区の図書館、情報プラザ（市役所１階）などで閲覧できます。また、
市議会ホームページの「会議録」にも掲載しています。（議会月報やホームページへの掲載には、
３カ月程度を要します。）
※常任委員会・特別委員会は傍聴することができます。（人数には限りがあります。）

【問い合わせ先】
議会事務局議事課（市役所議会棟8階）       711‒4746 　    733‒5869電話 FAX

常任委員会の動き
(12月20日～３月26日)

「福岡市公民館条例の一部
を改正する条例案」など６
件の議案審査

「福岡市乳児等通園支援事
業の設備及び運営の基準を
定める条例案」など２件の
議案審査

「福岡市企業等成長支援基
金条例案」など８件の議案
審査

「消防救急デジタル無線設
備更新工事請負契約の締
結について」など９件の議
案審査

「福岡市介護保険条例等の
一部を改正する条例案」な
ど10件の議案審査

委員会名 案　　件

総務財政
委員会

教育こども
委員会

経済振興
委員会

福祉都市
委員会

生活環境
委員会

特別委員会の動き
(12月20日～３月26日)

〇福岡都市圏における公共
交通に関する調査
・高速鉄道２号線と西鉄貝塚
線との直通運転について
・生活交通の在り方について
○福岡市都市交通基本計画
（案）について（報告）
〇中間報告等について

委員会名 案　　件

交通対策
特別委員会

〇高齢化対策に関する調査
・高齢者保健福祉施策の実
施状況について
〇中間報告等について

少子・高齢化
対策
特別委員会

〇防災に関する調査
・自然災害に対する本市の
取り組みについて
〇福岡空港に関する調査
・福岡空港の機能強化等に
ついて
〇中間報告等について

都市問題等
調査
特別委員会

〈全員賛成〉

　性犯罪は刑法犯の類型でも４番目
に再犯率が高いとされ、抑止効果の
観点から厳罰化を求める根強い世論
があります。自治体が再犯防止の取
組を効果的に進めるためには、国、自
治体及び関係機関の連携や性犯罪を
した者に係る情報共有を始め、国か
らのより一層の支援が不可欠です。
よって、性犯罪をした者に対し、刑事
司法手続終了後も自治体による再犯
防止プログラム等を受ける意義につ
いて啓発を図ることなど、所要の措
置を講じられるよう要請するもので
す。

●性犯罪の再犯防止の取組強化を
〈全員賛成〉

市役所１階での
議会放映場所が変わります
　令和７年度から、正面玄関横の大型モ
ニターで放映します。画面が大きくな
り、より見やすくなりますので、来庁の
際にはぜひご覧ください。（※議会閉会
中は、市の事業に関するＰＲ動画などが
放映されています。）

　本会議や条例予算・決算特別委員
会総会の様子を市役所・区役所・出
張所のロビーでライブ放映していま
す。また、インターネットでも視聴
可能（ライブ・録画）です。

応援しよう!!　アビスパ福岡
ベスト電器スタジアム（博多区東平尾
公園）での試合予定（６月14日まで）

試合日

※日程は変更となる場合があります。
　事前にアビスパ福岡ホームページでご確認ください。

開始時間 対戦相手
午後２時
午後２時30分
午後２時

鹿島アントラーズ
名古屋グランパス
東京ヴェルディ

５月６日（火・休）
５月17日（土）
５月31日（土）

©avispa fukuoka

条例予算特別委員会
　令和７年度関係議案を審査するため、
条例予算特別委員会（全議員62人で構
成）を３月６日に設置し、３月７日から
25日まで審査しました。条例予算特別
委員会では、５つの分科会（常任委員会
と同じ構成）に分かれて詳しく審査した
後、総会で質疑などを行いました。

　当初予算案や条例案など63件の議案
を審査し、全ての議案を可決すべきもの
と決定しました。（全員賛成31件、賛成
多数32件）

副委員長  天野  こう　　 田原  香代子

　　　　  淀川  幸二郎　 近藤  里美

　　　　  大原  弥寿男

たばる かよこ

よどがわ こうじろう こんどう さとみ

おおはら やすお

あまの

委 員 長  池田  良子
いけだ よしこ

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

正面玄関

市民ロビー

行
政
棟
入
口

議
会
棟
入
口

ふれあい広場（市役所西側）

エ
レ
ベ
ー
タ
ー

放映場所

　橋口えりな議員（はしぐち・えりな、日本

維新の会福岡市議団）が３月29日に44歳で

逝去されました。橋口議員は令和５年に福岡

市議会議員に初当選され、総務財政委員会

委員、少子・高齢化対策特

別委員会運営理事などを

務め、市政の発展に尽くさ

れました。謹んでお悔やみ

申し上げます。

議会放映
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